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特集

田
辺
市
を
離
れ
る
若
者

　

人
口
減
少
は
、
大
き
く
２
種
類

の
原
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

ま
す
。
死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を

上
回
っ
て
い
る
「
自
然
減
」
と
転

入
よ
り
も
転
出
す
る
人
口
が
多
い

「
社
会
減
」
で
す
。

「田辺で働く」という選択肢
　若者にとって、働くということに対して、どのようなイメージがあるでしょうか。
　今月の特集では、「働く」をテーマに、高校の先生、市内で働く大人、そして、地域
の人や魅力を知るために取り組む方々を紹介します。
　進学や就職を機に、田辺市を離れる高校生が、様々な角度から田辺市で働く魅力に触
れることで、地元で活躍するという選択肢が増えるかもしれません。

RESAS（地域経済分析システム）より
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田
辺
市
の
場
合
は
、
特
に
社
会

減
が
顕
著
で
す
。
高
校
卒
業
後
、

進
学
や
就
職
で
田
辺
市
を
離
れ
る

こ
と
が
多
く
、
社
会
減
の
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■人口の社会増減 -人口移動（田辺市）

75
〜
79
歳

15 ～ 19 歳（高校卒業前後）
転出が転入よりも多いので
マイナスとなっている。

※グラフは、1980 年～ 2015 年までを 5年ごとに集計した
データです。どの年代も同じような傾向にあります。

20 ～ 24 歳（大学卒業前後）
転入が転出よりも多いのでプ
ラスとなっているが、転出者
の全てが戻ってきていない。

市内高校生の状況
　高校生の進路状況はどのような傾向にあるのでしょうか。進学希望が
多い田辺高校と就職希望が多い田辺工業高校の進路指導室の先生に、生
徒の動向や高校での取組について伺いました。

　本校は、毎年 1,000 件を超える求人をいただいていますが、膨大な
情報量の中、希望の就職先を選択する際、生徒の多くが、会社の業務や
仕事内容ではなく、給与など待遇面にとらわれてしまう傾向にあります。
　また、「進路は、生徒本人が自分で選択する」ということを念頭に進
路指導しており、生徒が保護者の方と相談しながら進路を検討できるよ
う、企業の求人情報等を学校のホームページに掲載し、家庭においても
情報を入手できるようにしています。
　近年の就職状況を見てみますと、コロナの影響から、県内就職の割合
が高くなっている傾向にありますが、生徒の希望が叶えられるよう、ひ
とり一人に寄り添った進路指導を心掛けたいと思っています。

　進路に対する生徒の悩みの多くは、「将来についてのイメージができな
い」「どの大学を選べばいいのかわからない」といったことですが、その
原因は、社会経験の不足や、進路の情報を詳しく知らないことにあるから
だと考えます。
　そして、社会経験を積めない要因としては、ほとんどの学生の生活サイ
クルが、「家・学校・習い事」の繰り返しとなっており、このサイクルの
外にある他の大人と関わる機会が少ないからだと考えています。
　そこで、生徒が、学校や保護者以外の方との会話や相談ができる機会を
作ったり、生徒の人生観や職業観を養うことを目的に、本校の卒業生によ
る「社会人講話」を開催したりしています。

田辺高校
葺
ふきいし

石 浩
ひろやす

恭先生

田辺工業高校
三栖 伸

のぶひろ

洋先生

市内の高校 5校の進路状況（令和 4年度卒業生）

卒業生
進学 就職

その他4年制大学・短大・
専門学校等 県内 県外

田辺高校 270 237 10 2 21
神島学校 234 191 28 9 6

田辺工業学校 133 41 50 28 14
南紀高校 23 9 6 1 7

南部高校龍神分校 13 10 ― 3 ―

計 673 488 94 43 48

社会経験を十分に積めていない

進路選択に悩む生徒が多い

進学の割合が高いですが、
田辺市には大学がないため、
多くの生徒が一度は外に出
ていきます。

単位：人
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わたしの
たなべ
 推し！

わたしの
たなべ
 推し！

わたしの
たなべ
 推し！

わたしの
たなべ
 推し！

　私の実家は農家で、高校生の時に初めて梅やみかんの収
穫の手伝いをして、「なんか楽しい」と感じました。その
思いが農家を継ぎたいという気持ちにつながり、農業の専
門学校へ進学することを決めました。そういう意味では、
何事もしてみないと分からないなと感じています。
　専門学校を卒業してすぐには、家族と一緒に農業をし
ていくことのは難しいと思い、地元の JA（農業協同組合）
に就職しました。6 年間お世話になる中で、多くのことを
学ばせていただき、現在の仕事に生かせることができてい
ます。

　気候の良い田辺だからこそ、私は 15 種類
ものみかんを育てることができています。
自分の作ったものを食べて喜んでくれてい
る姿を見ると、とても力になります。

　私は和歌山市出身です。旅好きなこともあり、もともと神戸の旅行会社
で働いていました。しかし、都会のリズムが合わずに自分を見失いそうに
なり、癒やしを求めて無計画な旅に出ました。たどり着いたのが本宮の川
湯温泉です。ペンションのオーナーに田舎で旅人をもてなす仕事がしたい
と話すと、「本宮で働かんか」と声を掛けていただきました。これをきっか
けに紹介していただいた旅館で働くことができ、今では民宿を経営してい
ます。縁もゆかりもない私を受け入れてくれた本宮で、もう 20 年以上も
この仕事を続けることができています。
　民宿の仕事をしていると、「こんなにぐっすり眠れたのは初めて」などお
客様に掛けていただいた言葉がやりがいにつながります。ここを選んで良
かったと思えるようにおもてなしをしていきたいです。

　都会は何でもそろっていて便利です
が、リズムが自分に合いませんでした。
田辺ではゆったり自分らしい働き方が
できています。

　小さい頃から絵を描くことが好きでしたが、進学
を親に反対され一度地元で就職しました。絵を描く
ことは続けていたので、フリーマーケットで絵の販
売に挑戦したところ、買ってくれたお客様の笑顔に
背中を押され、大阪の専門学校へ行くことを決めま
した。卒業後は田辺でデザイン事務所に就職し、出
産を機にフリーランスになりました。
　現在は、地域の困りごとと自分にできることを考
えながら仕事をしています。お絵描きワークショッ
プを通して、子どもたちには自由に描くことの楽し
さを教え、一緒に来た親御さんは子育ての悩みを話
せる交流の場となるよう活動しています。　

　田辺は人や地域との距離感が近くて安心でき、より大切なところだ
と再確認できました。田辺から離れたとしても色んなものを見て、知っ
て、是非田辺に戻ってきてほしいです。

です。成功や失敗を経験する中で、一人一人の個性の大切さや、みん
なで力を合わせる素晴らしさを教えてあげたいです。かつていつでも一
緒に過ごしてくれた先生のように、私も生徒の成長をそばで見守りなが
ら、生徒が自分で選んだ道を歩めるようサポートをしていきたいです。

　私が中学生の時、授業や部活、休み時間
などいつでも自分たちと笑って過ごしてく
れた先生がいました。こんな人になりた
い！と思い教師になることを決めました。
大学卒業後、大学のあった京都で教

きょうべん

鞭をと
ることになりましたが、知人が多く、住み
慣れた田辺で働きたいと思っていたので、
昨年帰郷し、地元で教師を続けています。
　学校は社会に出る前の準備をするところ

わたしは田辺で働くことを選びました
　様々なきっかけや思いが仕事選びの第 1 歩となり、実際に働くことでやりが
いへとつながります。ここでは田辺で働くことを選択した 4 名を紹介します。

中山 将
まさちか

誓さん
（農家）

山本 直
な お や

也さん
（民宿経営）

得意なことを仕事に

自分らしく生きる場所

和田 友
と も こ

子さん
（イラストレーター）

何事も経験しないと分からない

離れて分かった田辺の魅力

早稲田 誠
まこと

さん
（教師）

　私は自分の得意なことを生かして、子育て支援に
つながればという思いで仕事をしています。田辺に
は、子育てをしながらハンドメイド販売や雑貨屋経
営など、魅力的な活躍をする方が多いです。
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田
辺
で
働
く
魅
力

田
辺
を
知
ろ
う

　

田
辺
市
に
は
大
学
が
な
い
た

め
、
進
学
で
出
て
し
ま
う
の
は
仕

方
が
な
い
こ
と
。
大
事
な
の
は
外

に
出
て
学
ん
だ
人
が
、
ど
れ
だ
け

多
く
戻
っ
て
来
れ
る
か
で
す
。

　

山
田
さ
ん
や
神
島
塾
が
取
り
組

ん
で
い
る
よ
う
に
、
地
域
と
人
が

つ
な
が
る
こ
と
で
、
田
辺
市
に
い
て

も
い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
が
で
き
る

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
新
し
い
視
点

　

市
で
は
、
人
材
育
成
事
業
「
た

な
べ
未
来
創
造
塾
」
を
創
設
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
業
種
が
違
う
立

場
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
話
し
合
い
、
価
値
を
生
み
出

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
商
品
に
な
ら
な
い
虫

食
い
材
の
課
題
解
決
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
提
案
で
虫
食
い
部
分
に
蛍

光
塗
料
を
流
し
込
ん
で
み
る
と
面

白
い
模
様
が
浮
か
び
上
が
り
、
二

つ
と
な
い
も
の
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
家
具
屋
さ
ん
が
家

具
に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

様
々
な
業
種
の
人
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
が
詰
ま
っ
た
新
た
な
商
品
が
生

み
出
さ
れ
ま
し
た
。

か
っ
こ
い
い
働
き
方

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
課
題
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
人
々
の
力
で
プ

ラ
ス
に
変
え
て
い
く
。
そ
ん
な
取

組
を
す
る
か
っ
こ
い
い
大
人
が
田

辺
に
は
大
勢
い
ま
す
。

　

進
路
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
皆

さ
ん
に
も
、多
様
な
視
点
を
持
ち
、

将
来
の
選
択
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

たなべ営業室
鍋屋 安

やすのり

則

地域の
課題

私の
課題

アイデア

新しい価値

地域の人とつながり

山田 かな子さん

プログラムに参加した
宮﨑 萌

もえ

さん

田辺の魅力を知る
　

高
校
生
や
大
学
生
向
け
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
す
る
山
田
か
な
子
さ
ん
。
今
年
の

１
月
～
２
月
に
か
け
て
、
市
の
人
材
育
成
事

業
「
た
な
べ
未
来
創
造
塾
」
の
修
了
生
ら
と

一
緒
に
、
紀
南
地
域
の
高
校
生
が
地
元
の
企

ま
ず
は
知
る
こ
と

　

進
学
や
就
職
で
田
辺
市
を
離
れ
た
人
が

地
元
に
戻
っ
て
こ
な
い
。
高
校
生
が
、
地

元
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
良

さ
を
知
り
、視
野
を
広
げ
て
も
ら
え
れ
ば
、

こ
う
し
た
課
題
が
少
し
で
も
解
決
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
人
が
地
域
に
い
る
の
か
、
何
を

考
え
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
。
普
段
の

生
活
で
は
つ
な
が
る
こ
と
が
な
か
っ
た
人

と
の
交
流
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
、
き
っ

と
良
い
経
験
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加

企
業
に
と
っ
て
は
、
若
い
人
が
ど
ん
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
求
め
て
い
る
も

の
は
何
か
を
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　高校卒業後、地元で就職しようと決心しました。
「とりあえず進学」ではなく、就職してからでも
できることはいっぱいあるし、まだまだ田辺のこ
とを知りたいと思いました。社長さんや従業員

小
阪 

彩あ
や
ね音
さ
ん

岡
﨑 

晴は
る
か香
さ
ん

　

地
域
課
題
の
解
決
方
法
を

考
え
る
講
座
「
神
島
塾
」（
神

島
高
校
）
が
、
昨
年
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の

方
か
ら
、
仕
事
の
や
り
が
い

や
課
題
に
つ
い
て
の
講
演
を

聞
き
、課
題
解
決
の
た
め
に
、

高
校
生
と
し
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
一
緒

に
考
え
ま
す
。

　

校
内
で
募
集
を
か
け
、
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
20

名
が
参
加
。
３
か
月
間
で
全

５
回
開
催
し
、
最
終
回
は
地

域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

特
産
品
の
梅
の
商
品
開
発

を
行
う
「
神
島
屋
」
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
小
阪
さ
ん
と

岡
﨑
さ
ん
。
神
島
屋
の
活
動

で
も
、
地
域
と
の
関
わ
り
か

ら
様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ

が
、
社
会
人
に
な
る
一
歩
手

前
で
、
さ
ら
に
良
い
経
験
が

で
き
た
と
言
い
ま
す
。

高
校
で
も
地
域
を
考
え
る
取
組
が
―

神島塾に参加した小阪さんと岡
﨑さん。2 人は 4 月から地元企
業に就職しています。

地
元  

で  

い
い 

か
ら

「

」地
元  

が  

い
い 

に

「

」

地元にずっといるのも
いいなと思えた

業
と
交
流
し
な
が
ら
、
自
分
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

高
校
生
15
人
が
参
加
し
、
地
元
企
業
５
社
と

交
流
。
大
人
の
考
え
方
や
働
き
方
、
地
域
に

対
す
る
思
い
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

の方のお話を聞ける
ことがとにかく楽し
かったです。地元に
残る人が増えたらい
いなと思います。

田辺ってこんなに
おもしろい大人がいっぱい
いるんや！

　「地元が好きになった」
と言っていた子がたくさ
んいます。みんな「田舎
は何もない」みたいに
思っていたけど、魅力が
いっぱいだと感じました。
何より人の魅力に気付き
ました。もっと多くの高
校生がこのような経験が
できればと思います。

田舎やから何もない。この考えは間違ってたな！
　当たり前に考えていた
ことも、少し角度を変え
てみると、地域の魅力や
課題があることに気付き
ました。地域を見る目が
変わったような気がしま
す。「おもしろい大人が
いっぱいいるなぁ」と思
えた神島塾でした。


